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鳥海ダム事業概要
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①洪水調節
鳥海ダムの建設される地点における計画高水流量780m3/sの

うち、700m3/sの洪水調節を行います。

③水道用水
由利本荘市に対し、新たに１日最大20,670m3の水道用水を供

給します。

②流水の正常な機能の維持
下流の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持と増進を

図ります。

目的

鳥海ダム事業概要

流域概要図

ダムの位置

秋田県由利本荘市鳥海町百宅 地内
（子吉川水系子吉川）

④発電
鳥海ダムの建設に伴って新設される鳥海発電所（仮称）にお

いて、最大出力990キロワットの発電を行います。

最低水位 EL.401.4m

洪水時最高水位 EL.419.2m

平常時最高貯水位 EL.411.6m

基礎地盤標高 EL.342.0m

洪水調節容量 21,000千ｍ3

利水容量 18,000千ｍ3

流水の正常な機能の維持 17,800千ｍ3

水道 200千ｍ3

発電 （18,000千ｍ3）

有効貯水容量
39,000千ｍ3

総貯水容量
46,800千ｍ3

ダム高
H=81.0ｍ

堆砂容量 7,800千ｍ3

堤頂標高 EL.423.0m
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年月 内容

平成 5年 4月 実施計画調査開始（鳥海ダム調査事務所）

平成16年10月 子吉川水系河川整備基本方針策定

平成18年 3月 子吉川水系河川整備計画策定

平成22年 9月 ダム事業の検証に係る検討開始

平成25年 8月 ダム事業の検証における対応方針決定（事業継続）

平成27年 4月 建設段階へ移行（鳥海ダム工事事務所）

平成27年10月 環境影響評価方法書公告

平成28年12月
台形ＣＳＧダムとして大臣特認
（河川管理施設等構造令第７３条第４号の規定に基づく認定）

平成29年 3月 発電事業者選定のための公募手続きを開始

平成29年 3月 環境影響評価準備書公告

平成30年 2月 発電事業者として秋田県を選定

平成30年 7月 環境影響評価書公告

平成30年 8月 特定多目的ダム法第４条第４項に基づく基本計画を作成する手続きを開始

事業経緯



法体の滝

至 主要地方道
鳥海矢島線

貯水池予定地

位 置 図
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鳥海ダム貯水池予定地
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鳥海ダム建設事業の流れ
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河川法に基づく手続き

実施済の事業段階・手続

実施中の手続

今後の事業段階・手続

特定多目的ダム法に基づく手続き



■平成３０年度実施内容

平成３０年度は、測量、水理水文調査、地質調査、環境調査、ダム本体の設計、

付替道路の設計、用地調査等を実施します。
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平成30年度 鳥海ダム事業内容

河川測量（河川横断） 水質調査（採水作業） 地質調査（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ） 環境調査（鳥類）

流量観測（舟による観測） 地質調査（現地踏査） 地質調査（材料試掘） 環境調査（植物）



計画段階の環境配慮（配慮書）
・法53条(経過措置)の規定に基づき｢実施済の扱い｣
①「子吉川水系河川整備計画」策定段階において、代替案を含む

複数案について、環境面を含めて比較検討
②「子吉川水系河川整備計画」策定段階において、パブコメ、関係

自治体の長の意見を聴取

環境アセスメント方法の決定
・方法書を平成２７年１０月８日に公告、１１月９日まで縦覧

・秋田県知事等の意見を受け、それを踏まえてアセスの項目・方法を決定

環境アセスメントの流れ

国 民 等 県知事･市町村長 事業者 国 等

配慮書の作成
公表

計画段階の環境配慮

環境アセスメント方法の決定

環境アセスメントの実施

環境アセスメントの結果に
ついて意見を聴く手続

環境アセスメントの結果の
事業への反映

環境保全措置等の結果の
報告・公表

意 見

対象事業に係る
計画策定

意 見
主務大臣の意見

環境大臣の意見

方法書の作成
公告･縦覧

評価書の公告･縦覧

意 見

アセスの項目･方法の決定

意見概要
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準備書の作成
公告･縦覧

評価書の作成

意 見

意 見

意見概要

主務大臣の意見

環境大臣の意見

事業の実施

環境保全措置の実施

事後調査の実施

報告書の公表

報告書の作成
主務大臣の意見

環境大臣の意見

意 見

・調査・予測・評価ならびに環境保全措置の検討を実施

環境アセスメントの結果の事業への反映
・事業の実施に当り、評価書に基づいて環境の保全について適正に配慮。

環境保全措置等の結果の報告・公表
・環境の保全のために講じた措置に係る報告書を作成して公表。

鳥海ダムでは、環境アセスメントの手続きを実施しています。
評価書の公告・縦覧手続きを終えたため、今後は事業に併せて保全措置を実施します。

H30.10末

現 在
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鳥海ダム環境アセスメントの手続き

・準備書を平成２９年３月１７日に公告、４月１７日まで縦覧

・提出された意見書を踏まえ、事業者の見解を作成
・準備書についての意見書、事業者の見解に対する、県知事、市長の意見を
踏まえ、評価書を作成

評価書を平成３０年７月１８日に公告、８月１７日まで縦覧H30.7.18～H30.8.17



鳥海ダムで水力発電を行う発電事業者を公募する手続きを行った結果、秋田県を発電事業者として選定
しました。
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鳥海ダム発電公募の手続き

参加意思確認書の提出を求める公示平成29年 3月 1日

参加意思確認書の提出期限平成29年 4月14日

発電規模検討書の提出要請平成29年 4月20日

発電規模検討書の提出期限平成30年 2月 9日

発電事業者の選定平成30年 2月27日
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鳥海ダムの建設によって今後期待される効果
ほったい

⿃海ダム計画地と⿃海⼭

⿃海ダム

平成２９年４月４日付け 秋田魁新報平成２８年９月１０日付け 秋田魁新報 平成２９年１２月１５日付け 秋田魁新報

鳥海ダムは鳥海山麓に位置し、「鳥海国定公園」に隣接しています。また、秋田県の名勝及び天然記念物に指定されている「法体の滝」
（日本の滝百選）にも近接しています。

鳥海ダムの完成によって新たに創出される「ダム湖」と「鳥海山」･「法体の滝」等の連携により、魅力ある観光スポットとなり、地域
の観光産業の振興に寄与するものと期待されています。

鳥海山・飛島ジオパーク構想と鳥海ダムを連携させた観光計画の検討や、由利本荘市の第３セクター施設でダムカレーの販売が開始され
るなど、地域振興の取り組みが行われています。

鳥海ダム建設事業に伴う鳥海ダム周辺の整備については、ダムツーリズムの一環として、国・県・市・民間団体がダム建設中や完成後の
利活用方法を見据えた鳥海ダム周辺整備計画を策定・検証することを目的として、由利本荘市が事務局を務める「鳥海ダム周辺整備検討
会」が平成３０年６月に発足されました。

法体の滝（⽇本の滝百選）

⿃海⼭登⼭⼝（百宅⼝）

⿃海ダム

法体の滝

⿃海⼭
凡 例

集 ⽔ 区 域

国定公園エリア

⿃海国定公園

位置図


